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森昌己さんの最期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　小潟昭夫

　2003 年 7 月にご家族の方々と、日吉キャンパス来往舎にお見えになった

とき、いつものようにひょうひょうとした姿でエレベーターのところで挨

拶を交わし、奥様とご子息を紹介してくれました。研究室内の本の整理に

見えたのかなと思い、にもかかわらず森さんの語気が強かったの憶えてい

ます。そして出口で擦れ違ったとき、いまプルーストを紹介するイタリア

の学者の文章を訳しているので、日吉紀要に載せたい旨を切々としかし嬉

しそうに語っているいつもの森さんがいました。あまりご無理なさらず、

ご自分のペースで仕事してくださいと、励ましたつもりでした。2年前に

ご自分の健康状態を説明するときも、片方の肺がレントゲン写真に映って

いないと、ひょうひょうと言ってのけ、抗がん剤を飲んでいるから髪の毛

が薄くなってしまったと、包み隠さずおっしゃって、病気に毅然と立ち向

かっている様子が窺えました。弱音を吐かず、悲しみも見せず、何事も無

いかのように死をうけ入れておられる様子でした。そして一瞬一瞬を充実

して生きているようにも見えました。本当は深い絶望を味わっていたので

はと察して余りあるものがあります。ご冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( アルファベット順 )


